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はじめに 
 文化芸術基本法の前文には「文化芸術を創造し、享受し、文化的な環境の中で生きる喜

びを見出すことは、人々の変わらない願いである。」とあります。コロナ禍にあって、我々

はこの一節を殊更実感しています。 

 法の前文は続きます。「現状をみるに、経済的な豊かさの中にありながら、文化芸術がそ

の役割を果たすことができるような基盤の整備及び環境の形成は十分な状態にあるとはい

えない。二十一世紀を迎えた今、文化芸術により生み出される様々な価値を生かして、こ

れまで培われてきた伝統的な文化芸術を継承し、発展させるとともに、独創性のある新た

な文化芸術の創造を促進することは、我々に課された緊要な課題となっている。」と。 

 翻って本市では、藩政時代から文化芸術が暮らしに息づいてきました。とりわけ伝統文

化は、先人達が大切に守り、磨き高めており、連綿と引き継がれています。一方で、担い

手の高齢化や後継者不足は深刻さを増し、同様に、文化芸術の継承・振興は喫緊の課題と

なっています。 

 他方、伝統に創造を掛け合わせる営みの中で、金沢市民芸術村や金沢21世紀美術館、鈴

木大拙館などの新たな文化芸術の拠点が具現化されており、それらの施設は、国内外から

評価されています。その一方、さらなる環境整備や多様性への配慮を求める声も聞かれま

す。 

 このような中、2016年３月に策定した「文化創生新戦略2020」は、2020年を目途に本市

が文化芸術の交流・発信拠点となるための指針であり、本市が文化都市として世界的な存

在感を確立できるよう、全力で取り組んできました。 

 今般、新戦略の終了年度を迎え、本市の文化芸術を次のフェーズへ進めるため、「金沢市

文化芸術アクションプラン」を策定しました。本プランは、伝統文化の継承・振興と新た

な文化の創造・醸成・発信を図るとともに、文化芸術の持つ多様な価値を活かした実践的

な文化芸術政策を推進していくための指針となるものです。 

 折しも、国立工芸館が日本海側初となる国立美術館として昨年移転・開館し、兼六園周

辺文化の森に文化芸術の厚みが増しました。さらには金沢美術工芸大学の移転や国民文化

祭の石川県開催など、本市の文化芸術を取り巻く状況は変化を続けています。 

 このため、本市としては本プランに基づき、多様な主体の連携・協働による具体的な施

策を展開していきます。また、これにより市民の文化芸術への理解や関心が一層深まって

いくことを期待します。 

 結びに、本プランの策定にあたり、貴重なご意見、ご提案をお寄せいただいた市民の皆

様やご協力いただいた関係各位に厚く感謝を申し上げます。 

 

令和３年３月 

 金沢市長 山 野 之 義  
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第１章   プラン策定の趣旨 

 

１． 策定の目的 

金沢市では、文化芸術の交流・発信拠点となり、文化都市としての世界的な存在感を確

立するための指針として「文化創生新戦略2020」を平成28（2016）年３月に策定し、本市

の都市像である『世界の交流拠点都市金沢』の実現に向け、文化芸術による活性化を推進

してきました。また、「文化創生新戦略2020」の策定に併せて、「金沢市における文化の人

づくりの推進に関する条例」を制定し、以降、次代の文化を担う人づくりに力を入れてき

ました。 

 この間、人口減少や少子高齢化、価値観やニーズの多様化、情報通信技術の革新がより

一層進むなど、文化芸術を取り巻く社会経済情勢や本市を取り巻く環境は大きく変化して

おり、令和２（2020）年度に「文化創生新戦略2020」の計画期間が終了することから、伝

統文化の継承・振興と担い手の育成、新たな文化の醸成・発信を図るとともに、文化芸術

の多様な価値（本質的価値及び社会的・経済的価値）を活かした実践的な文化芸術政策を

展開していくため、新たなプラン「金沢市文化芸術アクションプラン」を策定します。 

 

２． 計画期間 

 計画期間は令和３（2021）年度から令和12（2030）年度までの10年間とし、中間年であ

る令和７（2025）年度に中間見直しを実施します。 

 

 

令和３年度 

(2021年度) 

 

 

令和７年度 

(2025年度) 

 

 

令和12年度 

(2030年度) 

    

中間 

見直し 
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３． 策定の背景 

（１） 文化芸術を取り巻く社会情勢の変化 
  人口減少と高齢化の進行 

 日本全体が少子高齢社会である中、地方自治体では人口減少と高齢化が進行しています。

本市においても2015年以降、自然動態が減少傾向にあり、2060年には総人口が34万7千人ま

で減少すると見込まれています。そのような中、本市の伝統文化においては、生徒・弟子

の数の減少が既に顕著となっており、文化芸術の担い手不足、本市固有の伝統文化の脆弱

化が懸念されています。 

  国内外との交流人口の拡大 

 近年、日本を訪れる外国人旅行者が急増しており、2019年は3,188万2千人が訪れ過去最

高となりました。本市においても、2019年の年間外国人宿泊客数が61万3千人と多くの外国

人旅行者が訪れています。また、東京オリンピック・パラリンピックの開催や北陸新幹線

敦賀延伸も予定されており、新型コロナウイルス感染症収束後に向けて、観光素材として

の文化芸術資源の磨き上げ、インバウンド対応の強化など、交流人口拡大への対応が求め

られています。 

  情報通信技術の進展 

情報通信技術の急速な発展と普及は、人々の生活に大きな利便性をもたらしています。

文化芸術分野は人前で歌や楽器を演奏したり、美術作品を直接鑑賞するなどアナログの側

面が強い分野ですが、映像作品等デジタル作品の制作や文化財の保存・アーカイブ化等に

デジタル技術が用いられたり、イベント開催情報の発信手段としてウェブサイトやSNSが

活用されるなど、情報通信技術も大いに活用されています。また、オンラインでの稽古・

レッスンの実施や直接演奏を見ることが出来ない方向けに演奏の様子を動画で配信するな

ど、情報通信技術の活用の幅も広がっています。 

 

＜文化芸術と新しい日常＞  
新型コロナウイルス感染症の拡大を契機に、インター

ネットでの活動配信やオンライン会議システムを活用

した稽古・レッスン、ライブと配信を組み合わせたハイ

ブリッド公演など、デジタル技術を活用した文化芸術活

動の取組が加速化しました。今後も文化芸術活動のデジ

タルコンテンツ化が進んでいくと見込まれています。 

本プランを推進する上でも、この「新しい日常」の

観点を盛り込み、施策を推進していきます。 

                                       

配信を組み合わせた野外ジャズライブ 
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（２） 国の動向  文化芸術基本法（2017年６月「文化芸術振興基本法」一部改正） 

2001年に制定された文化芸術振興基本法は、文化芸術に関する活動を行う人々の自主的

な活動を促進することを基本に、施策の総合的な推進を図ることで、心豊かな国民生活及

び活力ある社会の実現に寄与することを目的とするものでした。2017年６月の改正におい

て、乳幼児、児童、生徒等に対する文化芸術に関する教育の重要性が明記された他、文化

芸術そのものの振興に加え、観光やまちづくり、国際交流、福祉、教育、産業など幅広い

分野の施策も取り込み、文化芸術により生み出される様々な価値を文化芸術の継承、発展

及び創造に活用していく基本方針が示されました。 

  文化経済戦略（2017年12月策定） 

政府の文化関連施策を横断的に取り扱っていく観点から、文化芸術と他分野が一体とな

って新たな価値を創出し、創出された価値が、文化芸術の保存・継承や新たな創造等に対

して効果的に再投資されることで自立的・持続的に発展していくメカニズムを形成するこ

とを目的に、「文化経済戦略」がつくられました。戦略では、文化芸術を基軸として、観光

ビジョン等をはじめ、関連分野の施策とも積極的に連携させていくとともに、国と地方自

治体、文化芸術団体、NPO法人、民間事業者等関係者が相互に連携・協働することにより、

多様な文化創造活動が展開できる環境を醸成するとしています。 

  文化芸術推進基本計画（2018年３月閣議決定） 

 文化芸術基本法を受けて、今後の文化芸術政策のめざすべき姿や５年間（2018～2022年

度）の文化芸術政策の基本的な方向性を示した基本計画を国が初めて策定しました。 

 文化芸術のもつ「本質的価値」と「社会的・経済的価値」を明確化し、その多様な価値

を文化芸術の更なる継承・発展・創造に活用・好循環させることが求められていることか

ら、文化芸術を取り巻く環境変化をふまえ、文化芸術立国の実現に向けて「文化芸術の創

造・発展・継承と教育」「創造的で活力ある社会」「心豊かで多様性のある社会」「地域の文

化芸術を推進するプラットフォーム」の４つの目標を定め、６つの戦略をもとに、国家戦

略としての文化芸術政策を強力に推進するとしています。 

 

本質的価値 

・  文化芸術は、豊かな人間性を涵養（かんよう）し、想像力と感性を育む等、人間が人
間らしく生きるための糧となるものであること 

・  文化芸術は、国際化が進展する中にあって、個人の自己認識の基点となり、文化的な
伝統を尊重する心を育てるものであること 

社会的・経済的 

価値 

・  文化芸術は、他者と共感し合う心を通じて意思疎通を密なものとし、人間相互の理解
を促進する等、個々人が共に生きる地域社会の基盤を形成するものであること  

・  文化芸術は、新たな需要や高い付加価値を生み出し、質の高い経済活動を実現するも
のであること 

・  文化芸術は、科学技術の発展と情報化の進展が目覚ましい現代社会において、人間尊
重の価値観に基づく人類の真の発展に貢献するものであること 

・  文化芸術は、文化の多様性を維持し、世界平和の礎となるものであること 

文化芸術のもつ本質的価値と社会的・経済的価値 

文化庁「文化芸術推進基本計画」p2 より抜粋 
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めざすべき姿 

目標１：文化芸術の創造・発展・継承と教育 

目標２：創造的で活力ある社会 

目標３：心豊かで多様性のある社会 

目標４：地域の文化芸術を推進するプラットフォーム   
基本的な方向性 

（戦略） 

<戦略１>文化芸術の創造・発展・継承と豊かな文化芸術教育の充実 

<戦略２>文化芸術に対する効果的な投資とイノベーションの実現 

<戦略３>国際文化交流・協力の推進と文化芸術を通じた相互理解・

国家ブランディングへの貢献 

<戦略４>多様な価値観の形成と包摂的環境の推進による社会的価値

の醸成 

<戦略５>多様で高い能力を有する専門的人材の確保・育成 

<戦略６>地域の連携・協働を推進するプラットフォームの形成 

文化芸術政策のめざすべき姿と基本的な方向性 
文化庁「文化芸術推進基本計画」より作成   障害者による文化芸術活動の推進に関する法律（2018年６月施行）  文化芸術が、これを創造し又は享受する者の障害の有無にかかわらず、人々に心の豊か

さや相互理解をもたらすものであることに鑑み、障害者による文化芸術活動の推進に関す

る施策を総合的かつ計画的に推進し、文化芸術活動を通じた障害者の個性と能力の発揮及

び社会参加の促進を図ることを目的に制定されました。障害者による文化芸術活動の促進

や障害者による芸術上価値が高い作品等の創造に対する支援の強化、障害者による文化芸

術活動を通じた交流等を促進することにより、住民が心豊かに暮らすことのできる住みよ

い地域社会の実現に寄与するとしています。   文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律
（2020年５月施行） 

文化及び観光の振興並びに個性豊かで活力に満ちた地域社会の実現を図るには、文化に

ついての理解を深める機会の拡大及びこれによる国内外からの観光旅客の来訪の促進が重

要であることから、文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光を推進すること

を目的に制定されました。主務大臣による基本方針の策定並びに拠点計画及び地域計画の

認定、当該認定を受けた拠点計画又は地域計画に基づく事業に対する特別の措置その他の

地域における文化観光を推進するために必要な措置について定め、もって豊かな国民生活

の実現と国民経済の発展に寄与するとしています。    
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４． プランの対象と位置づけ 

（１） プランの対象  本プランは、文化芸術活動に携わる実演家などの個人、文化芸術団体、民間企業などの
団体だけでなく、多様な文化芸術を享受するすべての市民を対象としています。    

 
対象者のイメージ    
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 プランの推進により、市民の文化芸術への理解・関心が高まり、本市における文化芸術
の「担い手」、「支え手」が増えていくと期待されます。   文化芸術の「担い手」 

本プランでは、文化芸術に関する活動をしている個人・団体を文化芸術の「担い手」と

します。「担い手」には、生業として文化芸術活動を行うことで収入を得ているプロフェッ

ショナル（プロ）、文化芸術活動で収入を得ながら副業も行うことで生計を立てているセミ

プロフェッショナル（セミプロ）、職業としてではなく、文化芸術活動を趣味や余技として

行うアマチュアを含めます。   文化芸術の「支え手」  本プランでは、「担い手」の文化芸術活動をサポートする個人・団体を文化芸術の「支え
手」とします。継続的に文化芸術を鑑賞する鑑賞者、文化団体・文化施設の賛助会員、文

化芸術活動の運営等をサポートするボランティアなど、「支え手」の役割は多岐にわたりま

す。  
（２） プランにおける文化芸術  本プランでは、本市がこれまで培ってきた伝統文化（伝統芸能・伝統工芸等）や文化財
から、近年市民とともに育んできた「音楽文化」・「建築文化」・「スポーツ文化」まで、広

く文化芸術と捉え、プランを推進していきます。    
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（３） プランの位置づけ 

 本プランは、金沢における文化の継承・振興と新たな文化の創造、文化芸術の担い手の

育成強化を図るための施策展開の方向性と行動指針をまとめたものです。本市のめざすべ

き都市像とそれに向けて講じるべき施策を取りまとめた「世界の交流拠点都市金沢 重点

戦略計画」や地方創生を図る「第２次金沢版総合戦略」を上位計画と位置づけます。また、

本プランと特に関連の深い「金沢ＫＯＧＥＩアクションプラン」や「金沢市文化財保存活

用地域計画」等の市の関連計画とも整合性を図り、プランを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆世界の交流拠点都市金沢 重点戦略計画（2014年策定、2021年２月改定） 

 本市の都市像である「世界の交流拠点都市金沢」を実現するため、10年間の講じるべき

施策をとりまとめた計画です。「魅力づくり～個性を伸ばす～」の「新たな文化の創造・発

信」の重点施策の一つとして、本プランの推進が挙げられています。 
 
 

◆第２次金沢版総合戦略（2020年策定） 

 国が平成26（2014）年に策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の枠組に関係人

口の拡大・創出やSociety5.0などの新たな視点を加え、令和元（2019）年に策定した「第

２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、ICTの普及やインバウンド観光の状況等、

目まぐるしく変化する社会情勢に対応していくため、本市の基本目標や具体的な施策を５

年間の行動計画として策定したものです。 

【本プランに関連する施策】 

基本目標２：金沢の強みを生かし、人々が愛着を持ち、集うまちをつくる 

（２）まちの魅力を生かした移住・定住の促進 

（３）まちに愛着を持つ人材の育成 

基本目標３：イノベーションにより、産業と雇用が創出されるまちをつくる 

（１）金沢の文化と産学官の叡智の融合 

（２）持続可能な観光の振興 

③金沢の魅力を生かした誘客の促進   
【上位計画】 

・世界の交流拠点都市金沢 重点戦略計画 
・第2次金沢版総合戦略 

【関連計画】 

・  石川中央都市圏ビジョン 

・  新幹線延伸・リニア開業影響対策
行動計画 

・  金沢市国際交流戦略プラン 

・  金沢市文化財保存活用地域計画 

・  金沢市スポーツ推進計画 

・  金沢市新産業創出ビジョン 

・  金沢KOGEIアクションプラン 

・  金沢市持続可能な観光振興推進 

計画2021 

・  ノーマライゼーションプラン金沢 

・  かなざわ子育て夢プラン 

・  金沢市生涯学習振興基本計画 

 

金沢市 

文化芸術 

アクションプラン 

(2021年度～2030年度) 
【SDGs】 

＜特に関係の深いゴール＞ 
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＜本プランと持続可能な開発目標（SDGs）との関わり＞ 

 持続可能な開発目標（SDGs）とは、平成27（2015）年９月の国連サミットで採択された

「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された令和12（2030）年までの国際

目標です。持続可能な世界を実現するための17のゴール（目標）と169のターゲット（具体

目標）から構成されています。 

 

 

 

文化芸術は、金沢のまちや市民の心を豊かにする力を持っています。年齢、性別、障害

の有無にかかわらず、誰もが文化芸術を体感できるまちづくりをすすめる必要があります。

そのため本プランは、金沢SDGs「IMAGINE KANAZAWA 2030」の動きと連動させながら、本市

の文化芸術のあるべき姿を構築していきます。 

 

 

【特に関連の深いSDGsのゴール】 
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第２章  金沢市における文化芸術の現状と課題 

 

１． 金沢市の文化芸術施策の歩みと文化芸術を取り巻く環境 

（１） 金沢市の文化芸術施策の歩み 

 本市は、金沢市文化賞をはじめとする文化活動の顕彰事業や、美術館等の展示施設・公

共ホールの整備など、文化芸術の継承・振興を図るため、これまで様々な取組を進めてき

ました。 
 

■ 文化芸術施策の歩み（主な顕彰事業及び文化芸術施設の開館） 

昭和22（1947）年 金沢市文化賞 制定 

昭和37（1962）年５月 金沢市観光会館（現：金沢歌劇座） オープン  

昭和48（1973）年 泉鏡花文学賞、泉鏡花記念金沢市民文学賞 制定  

昭和50（1975）年７月 金沢市立中村記念美術館 開館 

昭和53（1978）年６月 金沢市民俗文化財展示館（現：金沢くらしの博物館） 開館 

昭和55（1980）年 金沢市文化活動賞 制定 

昭和57（1982）年11月 金沢市文化ホール オープン 

昭和60（1985）年６月 金沢市立安江金箔工芸館 開館 

昭和63（1988）年10月 寺島蔵人邸 開館 

平成元（1989）年11月 金沢卯辰山工芸工房 オープン 

平成５（1993）年７月 金沢市おしがはら工房 オープン 

平成５（1993）年11月 金沢市立ふるさと偉人館（現：金沢ふるさと偉人館） 開館 

平成６（1994）年４月 金沢市民芸術ホール（現：金沢市アートホール） オープン  

平成８（1996）年10月 金沢市民芸術村 オープン 

平成11（1999）年５月 金沢市牧山ガラス工房 オープン 

平成11（1999）年11月 泉鏡花記念館 開館 

平成12（2000）年４月 金沢湯涌夢二館 開館 

平成13（2001）年７月 金沢蓄音器館 開館 

平成14（2002）年４月 前田土佐守家資料館 開館 

平成14（2002）年８月 室生犀星記念館 開館 

平成15（2003）年10月 金沢湯涌創作の森 オープン 

平成16（2004）年10月 金沢21世紀美術館 開館 

平成17（2005）年４月 徳田秋聲記念館 開館 

平成17（2005）年11月 金沢文芸館 開館   

平成18（2006）年10月 金沢能楽美術館 開館 

平成22（2010）年９月 金沢湯涌江戸村 オープン 

平成23（2011）年10月 鈴木大拙館 開館 

平成30（2018）年５月 金沢市俵芸術交流スタジオ オープン 

令和元（2019）年７月 谷口吉郎・吉生記念金沢建築館 開館 
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（２）文化創生新戦略2020における取組 

 平成28（2016）年３月には、2020年を目途に本市が文化芸術の拠点としての世界的な存

在感を確立するための指針として「文化創生新戦略2020」を策定しました。策定以来、『世

界の交流拠点都市金沢』の実現に向け、４つの基本方針のもと、着実に取組を実施してき

ました。 

 

基本方針Ⅰ 伝統工芸の充実 
◆具体化した主な事業 

・ＫＯＧＥＩフェスタ！開催（毎年） 

・金沢・世界工芸トリエンナーレ開催（2019年11月） 

・金沢卯辰山工芸工房リニューアル（2019年11月） 

 

 

【ＫＯＧＥＩフェスタ！】 

 

【金沢卯辰山工芸工房リニューアル】   
基本方針Ⅱ 現代アートの発信強化 
◆具体化した主な事業 

・アーティスト・イン・レジデンス（毎年） 

・金沢21世紀美術館 球体のパビリオン「まる」設置 （2016年） 

 

 

【アーティスト・イン・レジデンス】 

 

【金沢21世紀美術館「まる」】 

 

 



11 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針Ⅲ 文化芸術を担う人材の育成 
◆具体化した主な事業 

・金沢市における文化の人づくりの推進に関する条例の制定（2016年） 

・伝統文化親子体験講座の開催（2016～2019年）  

・金沢人づくり学生塾の開催（2016～2019年） 

 

 

【伝統文化親子体験講座】 

 

【金沢人づくり学生塾】 

 

 

基本戦略Ⅳ 文化芸術の世界発信 
◆具体化した主な事業 

・東アジア文化都市2018金沢の誘致・開催（2018年） 

・首都圏での魅力発信（毎年） 

 

 

【東アジア文化都市2018金沢】 

 

【首都圏での魅力発信】 
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（３）金沢市における文化芸術を取り巻く環境 

 文化創生新戦略2020の策定以降、本市を取り巻く環境は変化しており、今後も本市の文

化芸術へ大きな影響を与える出来事が控えています。 

  国立工芸館（東京国立近代美術館工芸館）の金沢移転 

令和２（2020）年 10 月、日本海側初の国立美術館として、国立工芸館が移転しました。

国立工芸館のある本多の森周辺には、金沢 21 世紀美術館や金沢能楽美術館、石川県立美術

館、石川県立能楽堂など文化施設が集積しており、市民や観光客が気軽に文化芸術に親し

める文化交流ゾーンに新たな魅力が加わりました。 

 

 

国立工芸館（外観） 

 

 

国立工芸館（内観） 
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 金沢美術工芸大学の移転 

 平成29（2017）年に「金沢美術工芸大学移転整備基本構想」が策定され、現在、金沢大

学工学部跡地での移転に向けた建設工事が進められています。 

 令和５（2023）年度中に移転を予定している新キャンパスは、「開かれた美の探求と創造

のコミュニティ」のもと、大学の活動を広く発信する場となる「アートプロムナード」や

創作に集中できる囲われた空間「創作の庭」により、地域や世界に開きつつ、学生が創造

と向き合えるキャンパスの実現をめざしており、文化芸術の担い手育成だけでなく、発信

の場としても期待されています。 

 

イメージパース 

             国民文化祭及び全国障害者芸術・文化祭の開催 

国民文化祭は、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業、その他の各関連分野

における施策と有機的に連携しつつ、地域の文化資源等の特色を生かした文化の祭典です。

様々な文化活動を全国規模で発表、共演、交流する場を提供するとともに、文化により生

み出される様々な価値を文化の継承、発展及び創造に活用し、一層の芸術文化の振興に寄

与するものです。第38回（令和５（2023）年度）は第７回（平成４（1992）年度）以来２

回目となる石川県での開催が決まっており、全国障害者芸術・文化祭と一体的に開催され

る予定です。 

  北陸新幹線の敦賀延伸 

令和６（2024）年予定の北陸新幹線敦賀延伸により、関西圏・中京圏との鉄道による時

間距離の短縮に加え、北陸や金沢への関心が高まることで、関西圏・中京圏、さらには首

都圏など他地域からも日本人や外国人の観光入込客数が増加する可能性があり、交流人口

の拡大が見込まれます。  
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２． 担い手調査からみた現状と課題 

本市で活動する多様な分野の担い手の方にアンケート調査及び個別ヒアリング調査を

実施し、代表的な意見から課題を整理しました。 

 

＜担い手調査の概要＞ 

実施期間 2020年７月 ～2020年９月 

対象者 
担い手25名にアンケート調査 

（うち11名に個別ヒアリング調査） 

項 目 

・文化芸術の継承について 

・文化芸術に携わる人づくりについて 

・文化芸術に関わる環境の充実について 

・新たな文化芸術の創造、文化芸術を通じた交流について  

ほか自由意見 

 

＜主な意見＞  文化芸術の継承について 
 

■知る機会の創出 

・文化芸術活動が市民の目に触れる機会が少しでも増えるとよい。 

・知ってもらうことが一番大切なので、いろいろな場所に行き、演奏することが必要。 

・金沢駅で演奏会を開催して多くの人の目に触れるようにするなど、文化芸術活動に触れ

るきっかけづくりが大切である。 

・観光客に対してアピールする場がない。食事以外は夜の時間を持て余す方も多いと思わ

れる。観光客と地元のお客様が一つの空間で鑑賞することにより、より文化的な交流を

生み出すことが考えられる。 

・新型コロナウイルス感染症の影響により、真っ先に打撃を受けたのが文化芸術と言われ

る一方で、人々は日々の生活を見直し、丁寧な暮らしに注目している。新たに手仕事の

すばらしさに気づいたり、地域の文化に興味を持つ人が増えたりすることにより、文化

芸術は醸成し、地域の活性化につながると思う。 

 

■体験する機会の創出 

・小さな画面の中だけでの映像では伝わりきらないので、やはり実際に足を運んで、見て、

触れて、体験してほしい。 

・知ることは身近に感じる要素となり、触手を伸ばすきっかけになる。体験してこそギャ

ップを味わえ、体感することでより深く広くその世界を眺めることができる。 

・まちを歩く機会があると、地元の文化や芸術をより深く感じられる。 

・普及活動は、以前は鑑賞するものであったが、今後は体験するものとしていきたい。 
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 文化芸術に携わる人づくりについて 
 

■教育分野との連携 

・文化の継承のためには、教育に入りこむことが重要である。音楽や美術が選択制では、

文化芸術に触れずに育ち、文化芸術に関わらないことがスタンダードとなる人も出てく

る。 

・専門家とも連携しながら児童生徒に文化への高い関心を持たせることが重要。 

・学校の生活学習の時間を使って、訪問演奏や楽器の演奏体験を行っている。学校の先生

が興味関心を持ち、文化芸術の担い手とつながりを持っているとそのような体験環境が

生まれる。 

 

■子どもがほんものの魅力を知る機会の提供 

・聴き手の育成に関して、文化施設を知ることも大事である。文化施設で体験したことは

生涯の財産となる。 

・市内の児童や生徒がもれなく地元のオーケストラ・アンサンブル金沢の公演を鑑賞し、

オーケストラの音に親しむ機会を必須としてほしい。 

 

■幅広い世代へのアプローチ 

・子どもが習いたいと思っても、親の許可が下りないと習うことができない。親に文化芸

術の良い点を知ってもらうことが必要だ。 

・誰でも習うことができるものだということを発信していくことが必要。 

・大学生や社会人が習いたい場合、どのような方法があるのかが分かりやすくなるとよい。 

・愛好家の高齢化が進んでいる。若い聴衆を育てるために、待ちの姿勢ではなく、積極的

に出向いて周知することが大切だ。 

・仕事や子育てなどが一通り落ち着いた人に対して、本格的なことを教えたい。 

・別の仕事をしながら、休日に文化芸術の仕事をしていくこともよいと思う。 

・仕事と文化芸術活動の両立に理解のある企業が増えるとよい。 

 

■次世代の指導者の育成 

・70代くらいの作家の次の世代が、20～30代であり、技術がうまく継承されていない。 

・指導者の高齢化が課題。 

・指導者育成のため、ミニコンサートや文化センター等での活動をできる限り弟子に任せ、

少しでも収入につながる方法を伝授している。 

・若い指導者と子どもが出会うきっかけが必要。身近なお姉さん、お兄さんの方が子ども

も親しみを持って習えるのではないか。 
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 文化芸術に関わる環境の充実について 
 

■活動しやすい環境づくり 

・コンクールで賞を受賞しても、その後活動を継続していけない。どのように継続してい

くのかが大切である。 

・幅広い実演家、特に若い実演家に演奏機会を与えて欲しい。 

・金沢は全国的に見ても文化芸術の土壌がある。また、駅コンコースなど不特定多数の人

に見せられる環境がある。 

・安い金額で使える稽古場が少ない。 

・金沢には音楽の専門大学がないため、大学進学で金沢を離れ、そのまま戻ってこないこ

とが多い。 

・若い担い手の定住者が少ない。演奏のために東京から来るのではなく、担い手が定住し

てこそ芸術のまちである。 

 

■相談できる体制づくり 

・フリーランスの文化芸術の担い手を対象とした相談窓口が少ない。 

・国、県、市などが、文化芸術の担い手に向けた様々な支援を行っているが、支援を知ら

ないために利用していない場合が多い。 

 

■情報通信技術の活用 

・テレビからインターネットの時代となっており、知ってもらう手段としてYouTubeなど

のオンライン発信を活用するのがよい。 

・個人による発信の力は弱いため、様々な文化芸術を集め、特化したウェブメディアがあ

るとよい。 

・動画配信する時に、上手に撮影できなかったり、機材が不足していたり、音が上手に録

音できなかったりと、仕上がりが良くなかった。 

・個人の発信だけでは届く範囲が狭いと感じる。発信力のある方に発信してもらうことが

できるとよい。 
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 新たな文化芸術の創造、文化芸術を通じた交流について  
■他分野とのコラボレーション 

・他ジャンルとのコラボレーションで、普段の舞台活動では得られない新しい表現世界を

体現することができ、自己の芸を新たな視点から確認できたことに加え、ジャンルを越

えた交流により新規観客層にアピールできた。 
・コラボレーションによっては、単に組み合わせただけで逆に安っぽくなってしまってい

るものがある。コラボレーションは何でも他分野を組み合わせればよいわけではないの

で難しい。しっかりとしたプロデュース力のあるプロデューサーを通して取り組む必要

がある。 
・異分野の文化芸術の担い手と交流したら面白いのではないか。どのような考えで活動し

ているのかを知りたい。 
・ビジネス分野を含めた交流があれば、面白いつながりができるのではないか。 
 

■国際交流における文化芸術の役割 

・国際社会の中で文化芸術はお互いを知る上で大切な役割を果たす。    
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＜担い手調査の結果からみた課題＞ 

①文化芸術の継承について 

・金沢市の文化芸術を知ってもらうため、市民や観光客など、より多くの人の目に触れる

機会の創出が求められています。 
・金沢市の文化芸術をより身近に感じてもらい、文化芸術活動のきっかけになるよう、実

際に体験できる機会の創出が求められています。  
②文化芸術に携わる人づくりについて 

・次世代の「担い手」や「支え手」を育むためには、学校教育等を通じて、幼い頃から文

化芸術に触れる機会が求められています。 
・理解ある鑑賞者の育成の観点から、ほんものの魅力が伝わりやすい文化施設等で、子ど

もが文化芸術に触れる機会が求められています。 
・裾野を広げるためには、親の理解を深める機会の創出や、ライフステージに応じたアプ

ローチを効果的に行うことが求められています。 
・指導者の育成の観点から、技術の継承に加え、指導の体験や実演する場の創出が求めら

れています。  
③文化芸術に関わる環境の充実について 

・継続的な発表の機会の創出など担い手が活動しやすい環境づくりが求められています。 
・担い手が文化芸術活動をするにあたり、活動支援に関すること等、幅広く相談できる体

制づくりが求められています。 
・動画配信等に積極的に取り組みたいと考えている担い手が多く、今後もデジタルコンテ

ンツの活用が進むと見込まれる一方で、技術的な支援や活用しやすい環境の整備が求め

られています。  
④新たな文化芸術の創造、文化芸術を通じた交流について 

・他分野とのコラボレーションは、新たなファン層の獲得、新たな文化芸術の創造につな

がると考えられることから、様々な分野の担い手がつながる機会の創出が求められてい

ます。    
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３． 市民アンケート調査からみた現状と課題 

金沢市の文化芸術についての市民の意識を調査し、今後の施策に反映させることを目的

としてアンケート調査を実施しました。※アンケートの詳細は39ページを参照  
＜市民アンケート調査の概要＞ 

アンケート名称 金沢の文化芸術についてのアンケート（金沢市ｅモニター制度） 

実施期間 2020年10月９日～2020年10月23日 

対象者 250名 

回答数 221名（回答率88.4％） 

回答項目 

・金沢市の文化芸術のイメージについて 

・文化芸術の鑑賞への関心について 

・文化芸術活動への参加状況について 

・子どもが文化芸術活動に触れる機会について 

・文化芸術に関する情報収集について 

・金沢市の文化施設について 

・金沢市の文化政策について  
＜主な回答結果＞ 

■金沢市を「文化芸術が盛んな都市」だと思いますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

■どのくらいの頻度で文化芸術を鑑賞しますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

26.7 

60.2 

9.0 

3.6 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

強く思う

思う

どちらでもない

思わない

強く思わない

25.3 

23.5 

19.0 

3.6 

0.5 

28.1 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

年に１回

半年に１回

２～３ケ月に１回

毎月

毎週

鑑賞しない

(％) 

(％) 
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■継続的に何かしらの文化芸術活動を行っていますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

■子どもが文化芸術に触れる機会は多いと思いますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

■知りたい文化芸術の情報は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

■知っているが行ったことがない文化施設がある方にお聞きします。 

行ったことがない主な理由は何ですか。（２つ以内） 

 

 

 

13.6 

86.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

はい

いいえ

4.5 

24.9 

41.6 

20.4 

8.1 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

とても多い

多い

どちらでもない

少ない

とても少ない

81.9 

60.6 

55.2 

0.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

市内イベントの開催情報

文化施設に関する情報（企画展など）

体験講座や習い事の情報

その他

27.6 

33.9 

16.7 

11.8 

12.2 

23.1 

6.8 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

時間的余裕がない

展示内容が分からない

交通の便が悪い

入館料が高い

子ども連れで入りにくい

興味がない

その他

(％) 

(％) 

(％) 

(％) 
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■金沢市の文化芸術を振興するために、積極的に市が取り組むべきことは何だと思います 

 か。（複数回答可） 

 

 

＜市民アンケート調査の結果からみた課題＞ 

①市民の積極的な鑑賞・活動には至っておらず、始めるきっかけづくりが求められている 

金沢市を「文化芸術が盛んな都市」だと思う人の割合が非常に多く、また市の文化施設

の認知度も高いことから、市民に文化都市としてのイメージが定着しているといえます。

一方で、文化芸術に対する「敷居が高いもの」というイメージや、日々の生活の忙しさな

どが原因で、文化芸術の継続的な鑑賞や自身の文化芸術活動にまで至っていないといえま

す。 

そのため、市民が文化芸術を身近に感じ、気軽に鑑賞や活動するためのきっかけづくり

が求められています。 

 

②子どもが文化芸術に触れる機会の充実と積極的な情報発信が求められている 

「子どもが文化芸術に触れる機会が多い」と感じている人は３割に留まっており、また、

市に対して「子どもが文化芸術に親しむ機会の充実」を求める声が多くありました。本市

では、これまでも子どもを対象とした文化体験事業を継続的に行ってきましたが、機会の

充実に加え、一層の情報発信が必要と言えます。特に、学校に対しての期待が大きく、学

校での文化芸術に親しむ取組の充実化が求められています。 

 

③文化芸術イベントや文化施設に関する適切な情報発信が求められている 

文化芸術の知りたい情報としては「市内イベントの開催情報」が最も多く８割を超えて

おり、文化芸術に関するイベントの積極的な情報発信が求められています。 

 また、文化施設を知っているけれども行ったことがない理由として、３割の人が「展示

内容がわからない」と回答しており、展示内容をより分かりやすく伝える工夫が求められ

ています。   

41.6 

48.4 

60.2 

26.2 

27.6 

42.5 

1.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

文化芸術の担い手・団体の活動への支援

公演・展覧会・文化芸術イベントなどの

文化事業の充実

子どもが文化芸術に親しむ機会の充実

文化施設の充実・機能強化

文化芸術を活用したまちづくりの推進

文化芸術の情報発信

その他
(％) 
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４． 取り組むべき政策課題  これまでの国の動向や、本市を取り巻く環境の変化、担い手調査及び市民アンケート調
査を踏まえ、４つの視点で今後取り組むべき政策課題をまとめました。  
（１） 文化芸術の継承・活用 

地域コミュニティの希薄化や人々の生活様式の変化により、固有の伝統文化を支える基

盤が弱まっています。また、文化都市としてのイメージが市民に定着しているにも関わら

ず、日々の忙しさや文化芸術に対する敷居が高いというイメージから、文化芸術の継続的

な鑑賞や自身の活動にまで至っていません。そのため、市民が文化芸術をより身近に感じ

られるよう、文化芸術への関心や理解を深められるような取組が求められています。 
文化芸術の継承にあたっては、文化財をはじめとした文化芸術資源の計画的な修復、適

切な形での保存はもちろん、デジタル技術を用いた電子アーカイブ化を進めることで次世

代に継承していくことが重要です。 
一方で、文化芸術を金沢の豊かな資源として捉え、活用していくことも求められていま

す。最先端技術の活用により、文化芸術資源の価値を高めることが期待されているだけで

なく、伝統芸能や伝統工芸等を本市独自の価値として、まちづくりや観光資源、産業に活

用していくことも期待されています。   
（２） 文化芸術の人づくり 

生徒や弟子の減少が進んでおり、特に、指導者やプロとして文化芸術を継承し発展させ、

次世代へつなげていくための人材が不足していることが大きな課題となっています。一方

で、多数活動しているセミプロやアマチュアが文化芸術の「担い手」として活躍できる場

が求められています。現在、セミプロやアマチュアとして活動している「担い手」のレベ

ルを向上させるとともに、市内で生業としていくための支援が重要です。また、文化芸術

活動を支援するボランティアや、文化芸術に理解のある鑑賞者など、文化芸術を支える「支

え手」も育てていくことが求められています。  少子・高齢社会の進行や生活スタイルの変化により、文化芸術との関わりやすさも年代
により様々であることから、市民一人ひとりのライフステージに応じて、文化芸術を学び、

習熟するための機会の提供が求められています。そのためにも、教育機関や文化芸術団体

など、文化芸術に関わる多様な主体との連携・協働による人づくりの取組が必要です。    
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（３） 文化芸術環境の整備 

 誰もが文化芸術活動に参加するためには、多様な世代が活動し、鑑賞することのできる

環境づくりが重要です。特に、学校における活動を含め、次世代の「担い手」・「支え手」

となる子どもたちが文化芸術に触れられる環境をソフト・ハード両面で充実させていくこ

とが求められています。そのためにも、美術館、博物館、公共ホールなど文化芸術に親し

む施設の利便性の向上や、文化芸術の実演・鑑賞・参加のそれぞれの立場におけるライフ

ステージに応じた環境を整えていくことが必要です。 

 

 

（４） 文化芸術の醸成・交流 

本市では、伝統文化が脈々と受け継がれる一方で、オーケストラ・アンサンブル金沢を

はじめとしたクラシック、ジャズやアカペラ等の「音楽文化」、市内に点在する藩政時代か

ら近現代までの魅力的な建築物を楽しむ「建築文化」、そしてスポーツを行うことはもとよ

り、金沢マラソンの運営やホームタウンチームの活動を応援する等の「スポーツ文化」な

ど、金沢ならではの文化を市民とともに育んできており、今後もさらなる醸成が求められ

ています。近年では、伝統の枠を超えた多様なコラボレーションが広がっており、そこか

ら生まれる新しい表現方法やファンの拡大など文化芸術の可能性が日々追求され、多様な

分野の担い手が集まる金沢だからこその新たな価値の創出が期待されます。 

また、金沢SDGsの推進や市内におけるアウトサイダー・アートの取組が活発化するなど、

文化芸術活動を通じた社会包摂や多文化共生社会の形成も進みつつあります。 

さらに、文化芸術活動は、国際社会においてお互いの国の文化を理解するための大切な

役割を果たすものでもあります。文化都市金沢のブランド価値を高めていくため、文化芸

術を通じた国内外との交流を推進することが重要です。 
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第３章  プランの体系  
１． プランの基本理念 

藩政時代に加賀藩前田家によって磨き高められた美術・芸能等の文化芸術は、現代に継

承され、今も人々の暮らしの中に息づいています。この長い歴史の中で培われてきた文化

的土壌があるからこそ、本市は多くの文化芸術の担い手を輩出するとともに、文化芸術の

活動や鑑賞を通じて、市民の暮らしを豊かにする文化都市として発展してきたと言えます。 
しかしながら、先述のとおり、本市の文化芸術を取り巻く環境が大きく変化しています。

その中においても、藩政時代から変わらず継承していくもの、そして、新たな技術や視点

を取り入れ創造していくものなど、多彩な文化芸術の取組を奨励し、誰もが文化芸術に親

しめる環境をつくること、また、本市固有の文化芸術の魅力を国内外に広く伝えていくこ

とが、文化都市としての役割だと考えます。 
そのため本プランでは、基本理念を「文化芸術にさらに磨きをかけ、未来へつなぐ世界

の文化都市 金沢」とし、この基本理念のもと、めざすべき将来像を４つ掲げ、施策を推
進していきます。  
【基本理念】 

文化芸術にさらに磨きをかけ、 
未来へつなぐ世界の文化都市 金沢       将来像１ 

文化芸術の薫るまち 
将来像４ 

文化芸術を誇れるまち 将来像３ 
文化芸術を支えるまち 

将来像２ 
文化芸術を育むまち 
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２． プランの将来像  
将来像１ 文化芸術の薫るまち 
これまで培ってきた伝統文化を継承し、発展させるとともに、文化財の計画的な修復や

適切な保存に努めるほか、敷居が高いと感じる市民が文化芸術を身近に感じられるよう親

しむ機会を創出します。 
また、伝統文化や文化財、優れた文化芸術をまちづくりや観光資源、ひいては産業とし

て活用するなど、市民はもとより、異日常を求める観光客にも文化芸術が身近に感じられ

るよう、文化芸術が華やぎ、暮らしの中で文化芸術の薫るまちをめざします。  
主要施策１－１ 文化芸術を継承し発展させる 

加賀宝生や金沢素囃子など、これまで本市が培ってきた伝統文化を振興し継承に向け

た取組を支援することに加え、全国の伝統文化の担い手やファンが集まるイベント開催

等を通じて伝統文化の魅力発信を推進します。 
また、文化財の計画的な修復や適切な保存に加え、市民や民間団体と協働でその利活

用方法を検討するなど、文化芸術を継承し発展させていきます。  
推進事業（６事業） 

①市指定無形文化財の加賀宝生や金沢素囃子をはじめ、芸妓文化等これまで培ってきた伝

統文化や民俗芸能の継承を支援 
②多様な文化芸術資源の保存と継承をめざし、独自の歴史文化遺産登録制度を創設 
③地域住民や民間団体等の協力を得ながら、文化財を活用したまちづくりを促進 
④茶の湯文化や茶室の魅力を発信するため、全国から茶道部の学生を招聘し茶会を開催 
⑤文化財や美術品等収蔵品の保存・継承とともに、利活用に向けてデジタルアーカイブ化

を推進 
⑥市民が広く参加できる文化芸術団体等の文化芸術事業に対し支援  

 

伝統文化の継承 

 

茶道部の学生による茶会  
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主要施策１－２ 文化芸術に親しむ機会を創出する  気軽に参加し楽しめる文化芸術イベントの開催、文化施設での鑑賞機会づくりや体験
型講座等、敷居が高いものという市民のイメージを払拭できるよう、普段の暮らしの中

で文化芸術に親しむ機会を創出します。  
推進事業（５事業） 

①音楽をはじめとした文化芸術がまちに溢れる多様な機会を創出 
②泉鏡花・室生犀星・徳田秋聲の三文豪をはじめとした文芸文化の発信を強化 
③文化芸術に触れられる多彩な企画展や体験型講座等を開催し、文化施設の魅力を発信 
④国民文化祭の開催に合わせ、観光、国際交流など関連分野と連携のうえ、本市の特色

を全面に出した催しを開催 
⑤泉鏡花フェスティバル、世界工芸トリエンナーレ等、市民が幅広く参加できる大規模

イベントを定期的に開催    

 

まちなかでの多様な機会の創出 

 

泉鏡花フェスティバル               
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主要施策１－３ 文化芸術資源を活用する 

金沢に暮らす人、金沢を訪れる人の誰もが、本市の優れた多様な文化芸術を身近に感

じられるよう、文化芸術による賑わい創出やまちづくり、文化芸術を体感できる観光プ

ログラムの充実を図るなど、幅広い分野で文化芸術資源の活用を促進していきます。  
推進事業（５事業） 

①往事の暮らしなどを観光客が理解・体験できる文化財を活用したまちづくりの促進や

歴史体感プログラムを推進 
②芸妓文化の振興をめざし、金沢芸妓の魅力を感じられる体験会を開催 
③中心商店街の賑わい創出に向け、文化芸術資源の活用を促進 
④国内外の観光客に向け、文化芸術資源を活用した観光プログラムを整備 
⑤夜の賑わいを創出するため、多彩な伝統文化の披露のほか、文化施設でイベントを実

施         

 

文化芸術資源を活用した観光プログラム 

 

多彩な伝統文化の披露             
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将来像２ 文化芸術を育むまち  指導者や後継者など担い手不足の解消に向け、セミプロやアマチュアを含めた「担い手」
の育成に努めるとともに、ボランティアや理解ある鑑賞者など「支え手」を育て、文化芸

術に関わる多様な主体の連携・協働を進めることで、文化芸術の「担い手」と「支え手」

の双方を育むまちをめざします。 
また、ライフステージに応じて文化芸術を学び習熟できる機会、とりわけ子どもから学

生までの若年層が文化芸術に関心を持てるよう多彩な機会を提供することで、市民が文化

芸術に理解と関心を持てるよう裾野を広げます。  
主要施策２－１ 文化芸術の人材を育てる  担い手不足の解消のため、プロだけでなくセミプロやアマチュアを含めた幅広い「担
い手」の育成を進めるとともに、文化芸術に理解や関心のある市民の層を広げ、文化芸

術活動を支援するボランティアや理解ある鑑賞者等の「支え手」の育成を図るなど、文

化芸術の人材を育てていきます。  
推進事業（７事業） 

①伝統芸能の継承・発展に向けて、指導的役割を担う人材や後継者育成を支援 
②「いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭」等、オーケストラ・アンサンブル金沢や地元
音楽家が関わる音楽文化イベントを支援 

③美術工芸分野など金沢ゆかりの作家の作品収集を強化 
④伝統工芸の高度化・発展に向けて、生業として独り立ちできるよう技術習得や発信等

を支援 
⑤文化芸術の社会包摂の観点から、文化芸術活動を支えるボランティアや理解ある鑑賞

者を育成 
⑥若い世代への文化芸術の魅力発信の役割を担う学生の育成 
⑦伝統文化の継承・新たな文化の創造に功績顕著な個人や団体を表彰 

 

いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭 

 

金沢卯辰山工芸工房での技術習得 
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主要施策２－２ 文化芸術の裾野を広げる 

どの年代でも気軽に文化芸術活動をはじめられるよう、文化芸術を学び、習熟できる

機会を創出します。特に、小学生から大学生においては、文化芸術の担い手育成の面も

考慮し、分野を問わず多彩なプログラムを提供するなど、文化芸術の裾野を広げていき

ます。  
推進事業（７事業）  ①幼児教育や学校教育、生涯学習の一環として、ライフステージに応じた文化芸術に触

れ、学び習熟できる機会を提供  
②文化芸術の裾野を広げるため、伝統文化に関する子ども塾を継続 
③若い世代の文化芸術への理解と関心を高めるため、幼児や小中学生のほか大学生を対

象とした多彩な文化芸術の体験機会を充実 
④子どもの文化芸術活動に対する親の理解と関心を高めるため、文化芸術イベントや文

化施設にて、親子で参加・体験できる機会を創出 
⑤ジャズをはじめとした音楽文化醸成に向けた若年層の人材を育成 
⑥文化芸術への理解と関心を高めるため、学校や公民館等へのアウトリーチ活動を展開 
⑦文化芸術分野の国際大会等への出場者を顕彰・支援    

 

伝統文化子ども塾 

 

学校へのアウトリーチ活動        
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ライフステージに応じた文化芸術にかかわる機会の創出 
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将来像３ 文化芸術を支えるまち 
文化施設を計画的に改修し、最先端技術を活用して展示機能を強化するなど高度に運営

するほか、金沢美術工芸大学の新キャンパスを整備するとともに、文化施設等を活用した

まちの回遊性向上をめざします。 
また、文化芸術関係者や市民等が利便性を享受できる環境や仕組みを整えるなど、文化

芸術を支えるまちをめざします。  
主要施策３－１ 文化芸術の関連施設を整備する 

本市の大切な資源である文化施設を計画的に改修し、施設維持や展示機能を強化する

ことで、持続的な施設運営を推進します。 
また、金沢美術工芸大学の新キャンパスの移転整備や文化施設等を活用したまちの回

遊性向上に向けた取組など、文化に親しめる環境整備を進めていきます。  
推進事業（４事業） 

①知と創造の拠点としての金沢美術工芸大学新キャンパス整備による文化芸術の発信 
②文化施設を計画的に改修することで、施設機能を維持・強化 
③リピーターや観光客の誘客のため、最先端技術を活用するなど文化施設の展示機能を

強化 
④公共ホールのオンライン環境の整備の推進    

 

文化施設の展示機能強化（AR） 

 

公共ホールのオンライン環境の整備     



32  

  
主要施策３－２ 文化芸術に関わる環境を整える 

文化芸術の担い手がより気軽に文化芸術の鑑賞や発表等の活動ができる環境を整備す

るため、文化芸術の担い手を支える支援制度の充実、市民等の文化芸術鑑賞の利便性向

上のためにキャッシュレスを推進するなどのソフト面の環境づくりを進めます。 
また、国・県・市の行政間の連携や、文化芸術団体、学校、地域団体、学生等との連

携の強化を図るなど、文化芸術に関わる環境を整えます。  
推進事業（５事業）  ①多様化する文化芸術の課題に対応するため、関係者からの相談・支援・評価等をワン

ストップで行う仕組みを検討  ②国立工芸館の移転を契機とした周辺エリアにおける国・県・市の文化施設の連携  ③公共ホールにおける民間活力の導入を推進し、経営感覚を生かした事業運営と質の高
いサービスを提供  ④ライフステージに応じた環境を整備するため、文化芸術団体のほか、学校や地域団体、
学生等との連携を強化  ⑤文化施設におけるキャッシュレス化を推進し、市民や観光客の利便性を向上    

 
相談・支援・評価等をワンストップで行う仕組み（イメージ）    
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将来像４ 文化芸術を誇れるまち 
「音楽文化」や「建築文化」、「スポーツ文化」など、近年、本市に根付きつつある文化

芸術を醸成するとともに、分野を超えた多様なコラボレーションを通じて、金沢ならでは

の文化芸術の新しい楽しみ方を提案します。 
また、文化芸術活動を通じた社会包摂・多文化共生を進めるとともに、国内外との交流

を通じて、文化芸術のブランド価値を高め、文化芸術を誇れるまちをめざします。  
主要施策４－１ 多様な文化芸術を醸成する 

ジャズやアカペラ等の「音楽文化」、市内に点在する藩政時代から近現代までの魅力的

な建築物を楽しむ「建築文化」、スポーツを行うことはもとより、金沢マラソンの運営や

ホームタウンチームの活動を応援する等の「スポーツ文化」など、新しく市民文化とし

て楽しまれている分野におけるコンテンツの造成やイベントの充実を図ります。 
また、分野を超えて担い手同士が交流できる機会を創出することで、担い手自身が気

づきや学びを得られる環境を構築するとともに、文化芸術の多様な担い手が集まる金沢

だからこそできるコラボレーションを促すなど、多様な文化芸術を醸成します。  
推進事業（６事業）  ①文化芸術の新たなコラボレーションを促進するため、多様な分野の担い手の交流機会

を創出  ②ジャズやアカペラなど根付きつつある「音楽文化」を醸成するため、音楽文化イベン
トを開催 

③市民や国内外の人々に「建築文化」の魅力を広く発信し、後代に継承 
④東京オリンピック・パラリンピック大会の開催を契機に文化スポーツイベントの誘致

を推進 
⑤誘致イベントの開催等にあわせ、文化とスポーツを組み合わせた交流を推進 
⑥多様な機会を通じて、アウトサイダー・アートの魅力を発信 

 

音楽文化醸成に向けたジャズイベント 

 

アウトサイダー・アートの魅力発信 
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主要施策４－２ 国内外に向けて交流・発信する 

国際社会の中において、文化芸術はお互いの国・地域について理解を深めていくため

に大切な役割を果たします。金沢の文化芸術のブランド価値を高めるために、文化芸術

を通じて本市とゆかりのある国内外の都市との交流を深めるとともに、本市の誇る文化

芸術の魅力を積極的に発信します。  
推進事業（６事業） 

①姉妹都市や創造都市など海外との文化芸術交流を推進 
②国内の友好交流都市等との文化芸術交流を推進 
③東アジアにおける文化芸術の交流・発信拠点として、中国・韓国との文化芸術交流を

推進 
④国内外の現代美術作家や工芸家等との交流によるアーティスト・イン・レジデンスを

展開 
⑤文化芸術を海外へ発信する特使を養成し、海外での活動を支援 
⑥オンラインを活用した国内外との文化芸術交流と魅力発信    

 

海外の都市との文化交流 

 

海外へ発信する特使の養成    
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第４章  プランの推進体制 

 

１． 各主体に期待される役割 

 本プランを着実に実践し、本市の文化芸術を継続的に振興・発展していくためには、「市

民」「文化芸術団体」「実演家」「文化施設」「公益財団法人」「教育機関」「民間企業」「行政」

等の多様な主体が連携し、協働していくことが重要です。 

 

（１） 市民 

 文化芸術活動の主役は市民であり、文化芸術を享受するとともに、創造する主体でもあ

ります。市民が文化芸術への関心を高め、主体的に活動や鑑賞を行うなど、「担い手」・「支

え手」として、本市の多様な文化芸術を推進することが期待されます。 
 

（２） 文化芸術団体 

本市で活動する様々な分野の文化芸術団体（一般財団法人、NPO法人など）は、それぞれ

の活動に積極的に取り組むとともに、他団体と連携を深め、市内外に本市の文化芸術を発

信することが期待されます。 

とりわけ、県内の多くの文化芸術団体が加盟する（一財）石川県芸術文化協会には、行

政や公益財団法人との連携を通じて、文化芸術振興をより一層推進していくことが期待さ

れます。 
 

（３） 実演家 

文化芸術の実演を行う又は実演を指揮・演出する「担い手」として技術の向上を図るこ

とはもとより、プレイヤーだけでなく指導者として、本市の文化芸術振興を牽引していく

役割が求められます。 
  

（４） 文化施設 

 本市には金沢21世紀美術館、鈴木大拙館をはじめとした市の展示施設に加え、国立工芸

館や石川県立美術館などの国・県の展示施設、石川県立音楽堂や金沢市文化ホール、金沢

歌劇座などの県・市の公共ホールなど、実に多くの文化芸術に関連する施設（文化施設）

が集積しています。 

文化施設には、作品の収集、展示といった展示施設としての役割だけでなく、運営に携

わる人材や実演家の育成、理解ある鑑賞者の育成、本市の文化芸術の発信の役割を担うほ

か、地域の拠点として、周辺地域を活性化する役割も期待されます。  
 

（５） 公益財団法人 

公益財団法人は、市との協働パートナーとして、本市の文化芸術振興の施策を推進して

います。本市の文化施設の管理運営やイベント等の事業実施のみならず、市民や文化芸術

団体など多様な主体を支援するなど、文化芸術と「担い手」や「支え手」をつなぐ役割も

期待されます。 
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（６） 教育機関  幼児教育施設、小学校、中学校、高等学校等の教育機関では、文化体験学習などを通し
て、子どもたちが文化芸術に親しむ機会を創出しています。将来の「担い手」、「支え手」

となる子どもたちの文化芸術への入口として、文化芸術教育の一層の推進が求められます。   また、多くの大学が集積する学生のまちとしての特色を活かし、行政、大学が連携して
文化芸術施策を推進していくことが重要です。特に、移転準備を進めている金沢美術工芸

大学には、将来の文化芸術を担う人材の育成だけでなく、本市の文化芸術の発信拠点とし

ての役割が期待されます。  
（７） 民間企業 

本市では、これまでも文化芸術イベント等への協働や協賛、企業財団による文化芸術の

支援など、民間企業による文化芸術を支援・振興する様々な取組（メセナ活動）が盛んに

行われています。また、本市の文化芸術資源を活用した新しい事業展開など、経済活動と

文化芸術の関わりは今後も大きくなっていくと考えられます。  
（８） 行政  文化芸術の継承・振興・醸成・発信のために必要な施策を他の行政分野と連携しながら、
総合的に策定し、実施します。施策の策定にあたっては、市民等の意見を十分に反映させ

るとともに、各主体と連携を図りながら、文化芸術の持つ多様な価値を活かした実践的な

文化芸術政策を推進します。               

市民 
行政 

民間企業 文化芸術 
アクションプラン 

文化施設 教育機関 
公益財団法人 

文化芸術団体 
実演家 
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２． 金沢市の推進体制 

 福祉、経済、教育、生涯学習、観光など、文化芸術に関連する分野は非常に幅広いこと

から、本プランを推進するにあたり、庁内での連携体制が不可欠となります。そこで庁内

横断組織（ワーキングチーム）による推進体制を築き、PDCAサイクルを回しながら各種施

策の効果的な推進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■庁内ワーキンググループ メンバー （順不同） 

 

 

 

 

   

Check 

Do 

Action 

庁内 

ワーキンググループ 

・企画調整課 

・国際交流課 

・オリンピック関連事業推進室 

・文化財保護課 

・歴史都市推進課 

・スポーツ振興課 

・産業政策課 

・商工業振興課 

・クラフト政策推進課 

・観光政策課 

・障害福祉課 

・子育て支援課 

・幼児教育センター 

・教育総務課 

・学校指導課 

・生涯学習課 

・金沢美術工芸大学事務局 

・文化政策課 

Plan 
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３． 主なモニタリング指標 

 本プランの進捗状況を適切に把握するため、以下の項目についてモニタリングを行いま

す。その結果を参考に、新たな施策の必要性や施策の修正などを検討していきます。 
 

項目 数値根拠・計測手法 現状数値 

■将来像１ 文化芸術の薫るまち 

金沢市を「文化芸術が盛んな 

都市」だと思う市民の割合 
金沢市集計（ｅモニター調査） 

86.9％ 

（2020年度） 

文化芸術の鑑賞に興味・関心の

ある市民の割合 
金沢市集計（ｅモニター調査） 

70.2％ 

（2020年度） 

主要文化芸術イベントの 

観客者数 

金沢市集計 

（いしかわ・金沢 風と緑の楽都音楽祭、 

金沢JAZZSTREET、金沢アカペラ・タウン 

の合計数） 

268,434人 

（2019年度） 

国・県・市指定文化財件数 金沢市集計（累計件数） 
444件 

（2020年12月時点） 

■将来像２ 文化芸術を育むまち 

文化芸術活動に興味・関心の 

ある市民の割合 
金沢市集計（ｅモニター調査） 

67.9％ 

（2020年度） 

子どもが文化芸術に触れる機会

が多いと思っている市民の割合 
金沢市集計（ｅモニター調査） 

29.4％ 

（2020年度） 

金沢卯辰山工芸工房の 

技術研修修了者数 
金沢市集計（累計修了者数） 

316人 

（2019年度末時点） 

金沢ボランティア大学校の 

文化コース修了者数 

ボランティア大学校集計 

（累計修了者数） 

477人 

（2019年度末時点） 

■将来像３ 文化芸術を支えるまち 

公共ホールの利用率 

金沢市集計 

（金沢歌劇座、金沢市文化ホール、 

金沢市アートホールの年間平均値） 

58.2％ 

（2019年度） 

金沢市文化施設の入館者数 

（４月～３月） 

金沢市集計 

（展示施設18施設の年間合計値） 

2,719,661人 

（2019年度） 

■将来像４ 文化芸術を誇れるまち 

海外との交流特使の養成人数 金沢市集計（累計養成人数） 
69人 

（2019年度末時点） 

文化・スポーツ大会の誘致件数 
金沢文化スポーツコミッション 

集計 

22件 

（2019年度） 
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参考資料 

１． 金沢の文化芸術についてのアンケート 調査結果 

 

実施期間 2020年10月９日～2020年10月23日 

対象者 市内在住の18歳以上の方250名 

【対象者内訳】 

【回答者内訳】回答率88.4％ 

 

金沢市ｅモニター制度とは、「ｅモニター」として登録いただいた市民のみなさまに、パ

ソコンや携帯電話からインターネットと電子メールを利用して、市からのアンケート調

査にお答えいただくものです。 

 

人数 ％

0 0.0

17 6.8

53 21.2

66 26.4

51 20.4

35 14.0

28 11.2

250 100.0

年代

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

計

人数 ％

0 0.0

14 6.3

47 21.3

58 26.2

45 20.4

32 14.5

25 11.3

221 100.0

70歳以上

計

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

年代

10歳代

20歳代

0%

7%

21%

27%
20%

14%

11%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

0%

6%

21%

26%

21%

15%

11%

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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問１ 金沢市の文化芸術でイメージするものは何ですか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

問２ 金沢市を「文化芸術が盛んな都市」だと思いますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 文化芸術の鑑賞に興味・関心がありますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

 

 

 

 

問４ どのくらいの頻度で文化芸術を鑑賞しますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

 

人数 ％

59 26.7

133 60.2

20 9.0

8 3.6

0 0.0

回答

強く思う

思う

どちらでもない

思わない

強く思わない

人数 ％

103 46.6

52 23.5

33 14.9

133 60.2

26 11.8

16 7.2

27 12.2

4 1.8

回答

伝統芸能（能楽、素囃子など）

金沢芸妓

茶道

伝統工芸

現代アート

音楽（クラシック、ジャズ、アカペラなど）

文学

その他

人数 ％

51 23.1

104 47.1

53 24.0

12 5.4

回答

とてもある

ある

あまりない

ない

人数 ％

56 25.3

52 23.5

42 19.0

8 3.6

1 0.5

62 28.1

回答

年に１回

半年に１回

２～３ケ月に１回

毎月

毎週

鑑賞しない

25.3 

23.5 

19.0 

3.6 

0.5 

28.1 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

年に１回

半年に１回

２～３ケ月に１回

毎月

毎週

鑑賞しない

26.7 

60.2 

9.0 

3.6 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

強く思う

思う

どちらでもない

思わない

強く思わない

23.1 

47.1 

24.0 

5.4 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

とてもある

ある

あまりない

ない

46.6 

23.5 

14.9 

60.2 

11.8 

7.2 

12.2 

1.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

伝統芸能（能楽、素囃子など）

金沢芸妓

茶道

伝統工芸

現代アート

音楽（クラシック、ジャズ、アカペラなど）

文学

その他
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問５ 文化芸術を鑑賞される方にお聞きします。鑑賞する文化芸術のジャンルは何ですか。

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 問４で「鑑賞しない」と回答した方にお聞きします。鑑賞しない理由は何ですか。

（複数回答可） 

 

問７ 文化芸術の活動に興味・関心がありますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

 

 

 

問８ 継続的に何かしらの文化芸術活動を行っていますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

 

 

人数 ％

16 7.2

1 0.5

7 3.2

8 3.6

13 5.9

23 10.4

3 1.4

54 24.4

27 12.2

13 5.9

58 26.2

92 41.6

23 10.4

2 0.9

10 4.5

アカペラ

現代アート

伝統工芸

写真

ダンス

その他

琴

金沢芸妓

茶道

華道

日本舞踊

クラシック音楽

ジャズ

回答

能楽

素囃子

人数 ％

21 9.5

20 9.0

22 10.0

20 9.0

14 6.3

26 11.8

3 1.4

回答

仕事や学業が忙しいから

育児や介護で忙しいから

鑑賞にお金がかかるから

子ども連れで鑑賞しにくいから

鑑賞に関する情報が得られないから

文化芸術に興味・関心がないから

その他

人数 ％

44 19.9

106 48.0

56 25.3

14 6.3

回答

とてもある

ある

あまりない

ない

人数 ％

30 13.6

190 86.0

回答

はい

いいえ

9.5 

9.0 

10.0 

9.0 

6.3 

11.8 

1.4 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0

仕事や学業が忙しいから

育児や介護で忙しいから

鑑賞にお金がかかるから

子ども連れで鑑賞しにくいから

鑑賞に関する情報が得られないから

文化芸術に興味・関心がないから

その他

19.9 

48.0 

25.3 

6.3 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

とてもある

ある

あまりない

ない

13.6 

86.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

はい

いいえ

7.2 

0.5 

3.2 

3.6 

5.9 

10.4 

1.4 

24.4 

12.2 

5.9 

26.2 

41.6 

10.4 

0.9 

4.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

能楽

素囃子

琴

金沢芸妓

茶道

華道

日本舞踊

クラシック音楽

ジャズ

アカペラ

現代アート

伝統工芸

写真

ダンス

その他
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問９ 問８で「はい」と回答された方にお聞きします。あなたが行っている文化芸術活動

のジャンル何ですか。（複数回答可） 

 

 

問 10 問８で「はい」と回答された方にお聞きします。あなたが文化芸術活動を始めたき

っかけは何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

問 11 問８で「いいえ」と回答された方にお聞きします。あなたが文化芸術活動を行って

いない理由は何ですか。（複数回答可） 

 

 

 

人数 ％

1 0.5

0 0.0

1 0.5

2 0.9

6 2.7

0 0.0

7 3.2

0 0.0

1 0.5

2 0.9

5 2.3

4 1.8

1 0.5

10 4.5

回答

能楽

素囃子

琴

茶道

華道

日本舞踊

クラシック音楽

ジャズ

アカペラ

現代アート

伝統工芸

写真

ダンス

その他

人数 ％

4 1.8

5 2.3

2 0.9

1 0.5

9 4.1

10 4.5

8 3.6

学校での部活動やサークル活動

学校行事での鑑賞・体験

地域の文化芸術イベントや体験講座

その他

メディア等で興味を持ったから

回答

家族からの勧め

友人の誘い

人数 ％

72 32.6

43 19.5

53 24.0

60 27.1

56 25.3

40 18.1

6 2.7

活動にお金がかかるから

敷居が高いから

文化芸術への興味・関心がないから

その他

回答

仕事や学業が忙しいから

育児や介護で忙しいから

活動に関する情報が得られないから

0.5 

0.0 

0.5 

0.9 

2.7 

0.0 

3.2 

0.0 

0.5 

0.9 

2.3 

1.8 

0.5 

4.5 

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

能楽

素囃子

琴

茶道

華道

日本舞踊

クラシック音楽

ジャズ

アカペラ

現代アート

伝統工芸

写真

ダンス

その他

1.8 

2.3 

0.9 

0.5 

4.1 

4.5 

3.6 

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

家族からの勧め

友人の誘い

学校での部活動やサークル活動

学校行事での鑑賞・体験

地域の文化芸術イベントや体験講座

メディア等で興味を持ったから

その他

32.6 

19.5 

24.0 

27.1 

25.3 

18.1 

2.7 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

仕事や学業が忙しいから

育児や介護で忙しいから

活動に関する情報が得られないから

活動にお金がかかるから

敷居が高いから

文化芸術への興味・関心がないから

その他
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問 12 子どもが文化芸術に触れる機会は多いと思いますか。（最もあてはまるもの一つ） 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 子どもが文化芸術に親しむために必要なことは何だと思いますか。（複数回答可） 

 

 

問 14 文化芸術に関する情報の入手手段として利用しやすいものは何ですか。 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 知りたい文化芸術の情報は何ですか。（複数回答可） 

 

人数 ％

10 4.5

55 24.9

92 41.6

45 20.4

18 8.1

どちらでもない

少ない

とても少ない

回答

とても多い

多い

人数 ％

184 83.3

99 44.8

78 35.3

106 48.0

84 38.0

7 3.2

回答

学校での鑑賞・体験の機会の充実

市内文化施設への訪問の機会を増やす

地域の文化芸術イベントの充実

親子で鑑賞・体験できる機会の充実

文化芸術イベントや体験に関する情報発信

その他

83.3 

44.8 

35.3 

48.0 

38.0 

3.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

学校での鑑賞・体験の機会の充実

市内文化施設への訪問の機会を増やす

地域の文化芸術イベントの充実

親子で鑑賞・体験できる機会の充実

文化芸術イベントや体験に関する情報発信

その他

人数 ％

148 67.0

37 16.7

103 46.6

129 58.4

20 9.0

79 35.7

60 27.1

71 32.1

18 8.1

6 2.7

回答

新聞

雑誌

市広報

テレビ

ラジオ

ポスター・チラシ

ホームページ

SNS

口コミ

その他

人数 ％

181 81.9

134 60.6

122 55.2

2 0.9

文化施設に関する情報（企画展など）

体験講座や習い事の情報

その他

回答

市内イベントの開催情報

4.5 

24.9 

41.6 

20.4 

8.1 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

とても多い

多い

どちらでもない

少ない

とても少ない

67.0 

16.7 

46.6 

58.4 

9.0 

35.7 

27.1 

32.1 

8.1 

2.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

新聞

雑誌

市広報

テレビ

ラジオ

ポスター・チラシ

ホームページ

SNS

口コミ

その他

81.9 

60.6 

55.2 

0.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

市内イベントの開催情報

文化施設に関する情報（企画展など）

体験講座や習い事の情報

その他
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問 16 金沢市の文化施設であなたが知っている施設はどこですか。（複数回答可） 

 

 

 

 

問 17 金沢市の文化施設であなたが行ったことがある施設はどこですか。（複数回答可） 

 

 

人数 ％

221 100.0

155 70.1

101 45.7

144 65.2

131 59.3

70 31.7

91 41.2

122 55.2

129 58.4

147 66.5

135 61.1

126 57.0

144 65.2

136 61.5

94 42.5

83 37.6

100 45.2

55 24.9

金沢蓄音器館

泉鏡花記念館

金沢ふるさと偉人館

室生犀星記念館

金沢湯涌江戸村

金沢湯涌夢二館

金沢くらしの博物館

寺島蔵人邸

回答

金沢21世紀美術館

鈴木大拙館

金沢文芸館

安江金箔工芸館

金沢市老舗記念館

前田土佐守家資料館

中村記念美術館

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館

金沢能楽美術館

徳田秋聲記念館

人数 ％

213 96.4

87 39.4

36 16.3

84 38.0

60 27.1

43 19.5

43 19.5

69 31.2

71 32.1

73 33.0

74 33.5

55 24.9

99 44.8

79 35.7

59 26.7

46 20.8

42 19.0

31 14.0

泉鏡花記念館

金沢ふるさと偉人館

室生犀星記念館

金沢湯涌江戸村

中村記念美術館

金沢蓄音器館

前田土佐守家資料館

金沢湯涌夢二館

金沢くらしの博物館

寺島蔵人邸

徳田秋聲記念館

金沢文芸館

回答

金沢21世紀美術館

鈴木大拙館

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館

金沢能楽美術館

安江金箔工芸館

金沢市老舗記念館

100.0 

70.1 

45.7 

65.2 

59.3 

31.7 

41.2 

55.2 

58.4 

66.5 

61.1 

57.0 

65.2 

61.5 

42.5 

37.6 

45.2 

24.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

金沢21世紀美術館

鈴木大拙館

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館

金沢能楽美術館

安江金箔工芸館

金沢市老舗記念館

前田土佐守家資料館

中村記念美術館

金沢蓄音器館

泉鏡花記念館

金沢ふるさと偉人館

室生犀星記念館

金沢湯涌江戸村

金沢湯涌夢二館

金沢くらしの博物館

寺島蔵人邸

徳田秋聲記念館

金沢文芸館

96.4 

39.4 

16.3 

38.0 

27.1 

19.5 

19.5 

31.2 

32.1 

33.0 

33.5 

24.9 

44.8 

35.7 

26.7 

20.8 

19.0 

14.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

金沢21世紀美術館

鈴木大拙館

谷口吉郎・吉生記念金沢建築館

金沢能楽美術館

安江金箔工芸館

金沢市老舗記念館

前田土佐守家資料館

中村記念美術館

金沢蓄音器館

泉鏡花記念館

金沢ふるさと偉人館

室生犀星記念館

金沢湯涌江戸村

金沢湯涌夢二館

金沢くらしの博物館

寺島蔵人邸

徳田秋聲記念館

金沢文芸館
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問 18 知っているが行ったことがない施設がある方にお聞きします。行ったことがない主

な理由は何ですか。（２つ以内で回答） 

 

問 19 金沢市の文化芸術を振興するために、積極的に市が取り組むべきことは何だと思い

ますか。（複数回答可） 

 

 

     

人数 ％

61 27.6

75 33.9

37 16.7

26 11.8

27 12.2

51 23.1

15 6.8その他

回答

時間的余裕がない

展示内容が分からない

交通の便が悪い

入館料が高い

子ども連れで入りにくい

興味がない

41.6 

48.4 

60.2 

26.2 

27.6 

42.5 

1.8 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

文化芸術の担い手・団体の活動への支援

公演・展覧会・文化芸術イベントなどの文化事業の充実

子どもが文化芸術に親しむ機会の充実

文化施設の充実・機能強化

文化芸術を活用したまちづくりの推進

文化芸術の情報発信

その他

人数 ％

92 41.6

107 48.4

133 60.2

58 26.2

61 27.6

94 42.5

4 1.8

文化芸術の情報発信

その他

文化芸術の担い手・団体の活動への支援

公演・展覧会・文化芸術イベントなどの

文化事業の充実

子どもが文化芸術に親しむ機会の充実

文化施設の充実・機能強化

文化芸術を活用したまちづくりの推進

回答

27.6 

33.9 

16.7 

11.8 

12.2 

23.1 

6.8 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

時間的余裕がない

展示内容が分からない

交通の便が悪い

入館料が高い

子ども連れで入りにくい

興味がない

その他
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２． 検討経緯 

 

日程 内容 概要 

2020年６月８日 
第１回 

庁内ワーキング 

・金沢市の現状と課題について 

・「金沢市文化芸術アクションプラン」の方

向性について 

・意見交換 

2020年８月27日 
第２回 

庁内ワーキング 

・プランの将来像と施策の方向性について 

（担い手調査結果の報告） 

・意見交換 

（各所管分野と文化芸術との連携について） 

2020年７月～９月 担い手調査 

文化芸術の担い手25名の方にアンケート調

査、そのうち11名の方にヒアリング調査を実

施。 

2020年10月９日 

～10月23日 
市民アンケート調査 

金沢市ｅモニター制度により市民アンケー

トを実施（詳細は39ページを参照） 

2020年10月29日 
第３回 

庁内ワーキング 

・プラン骨子素案について 

・令和３（2021）年度関連施策の照会につい

て 

2020年12月22日 

～2021年１月20日 

パブリックコメント 

の実施 
意見数11件、意見者数６人 

 

   



 

                             
金沢市文化芸術アクションプラン 

令和３年３月 発行 

 

発行：金沢市文化スポーツ局文化政策課 

 

〒920-8577 金沢市広坂１丁目１番１号 

電話：076-220-2442 FAX：076-220-2069 

Mail：bunshin@city.kanazawa.lg.jp   
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